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特集 1　巨大プロジェクトの投資財源
東海道新幹線の成功は国民と政治家に過大な期待を抱かせ、判断を
誤った国鉄は借金に頼って無理な投資を続け、破滅への道を歩んだ。巨
大プロジェクトの投資にあたっては、投資に値する需要があるかどう
か、そして利用者または納税者が投資を負担し得るかどうかを厳密に
検証すべきであると説く。

鉄道整備基金の設立にいたる経緯、その使命と主な業務、資金源などに
ついて簡潔に説明する。

膨大な需要に対して中国鉄道の能力は不足しており、線路網の拡大、速
度向上、輸送効率の向上が必要である。主要なプロジェクトを紹介し、投
資財源の確保の方法についても示唆する。

ヨーロッパ諸国の先頭にたって高速鉄道網の整備を進めてきたフラン
スも、SNCFの経営悪化に伴い基本計画の見直しを迫られている。EUの
指令にもとづく上下分離の新体制のもとで高速鉄道建設の新計画はい
かにあるべきか、最近の議論の全貌を紹介。

東西ドイツ鉄道は統合されて全額政府保有の株式会社DBAGとなり、EU
の政策に呼応して上下分離が行われた。新体制のもとでの鉄道投資計画
とその財源について詳説し、またベルリン、ハンブルグ間の磁気浮上式
鉄道トランスラピッド計画の近況をも伝える。

英仏海峡トンネルに続き、今年から来年にかけてデンマークのグレイト・
ベルト海峡の鉄道トンネルと道路橋が完成する。またデンマークとス
ウェーデンを結ぶ鉄道道路併用の橋とトンネルの工事も進んでいる。今
世紀の最後を飾るスカンディナヴィアの大プロジェクトの概要を解説。

ユーロトンネル社の財務部長である著者は、同社と建設業者、銀行、英
仏両国政府などの当事者間の複雑な関係と同社の資金調達の仕組みを
解説する。予期しなかった工事費の高騰と工事の遅延が同社の経営を
困難にした経緯を説明し、銀行団との間にようやく成立した債務繰り
延べの概要を説明する。

特集 2　鉄道の多角経営 II
スウェーデン国鉄の多角経営戦略と各事業の概況、および関連会社の統
制の諸方法について、簡潔かつ総合的に解説する。

日本における鉄道多角経営を研究するために、中国鉄道部から派遣され
て来日した若手幹部からみた日本の鉄道と人々の生活。

高度成長期を迎えた鉄道は、電化・ディーゼル化、線路増設、勾配改良
などによる主要幹線の増強を推進した。輸送力の逼迫した東海道では新
幹線を建設して世界の注目を集め、引き続いて山陽、東北、上越の三新
幹線を建設した。しかし、青函トンネルと本四連絡橋の完成により日本
の鉄道網が一体となったとき、国鉄はすでに分割・民営化されていた。
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